














掛けられたのは、2011年 3月 11日の東日本大震災の 1週間ほど前のことだったという。
　日本常民文化研究所と気仙沼大島とのかかわりは古く、その始まりは常民研が財団法人だった時





















毎月 1回 3泊 4日～ 2泊 3日の出張を重ねてきた（2018年 11月 2日～ 5日、11月 30日～12月 3日、
2019年 1月 11日～15日、 2月 8～11日、 3月 23日～25日）。実際の整理作業にあたっては、山口氏
と若くて優秀な歴史民俗資料学研究科博士課程の院生精鋭部隊が大きな推進力となってくれた。精
写真 1　完成した気仙沼大島漁協文庫（2016 年 2月）












































写真 3　ディスカッション（2019 年 2月）





























































○気仙沼大島漁協文庫の資料整理　2018年 11月 2日～ 5日　気仙沼大島漁協文庫　大川啓・関口博巨・山口悟
史・窪田涼子、石井和帆・小野寺佑紀・中村慧・東出紘明・平田茉莉子・山室陸（院生）




○国際常民文化研究機構 第 5回共同研究フォーラムおよび気仙沼大島漁協文庫見学会　2019年 2月 9～11日　気
仙沼大島漁協文庫　小熊誠・昆政明・佐野賢治・後田多敦・須崎文代・高城玲・安室知・重村力・全京秀・森武
麿・村川浩幸・越智信也
○気仙沼大島漁協文庫の資料整理　2019年 2月 8日～11日　気仙沼大島漁協文庫　関口博巨・山口悟史・窪田涼
子、石井和帆・中村慧・東出紘明・平田茉莉子・山室陸（院生）
○気仙沼大島漁協文庫の資料整理　2019年 3月 23日～25日　気仙沼大島漁協文庫　関口博巨・山口悟史・窪田涼
子、石井和帆・小野寺佑紀・中村慧・平田茉莉子・山室陸（院生）
